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1.序

「その時もらったお金は彼はすでにつかってしまった」という和文を

デンマーク語に訳す問題に対し,次のような二つの解答伊1が示されたと

する.

(1) De つenge, han dengang fik, har han a11erede brugt.

(2) peπgene, han dengang fik, har han aHerede brugt

(1)と(2)の相違は,(1)は de penge,(2)は P印gene といった先行詞

の限定方法の相違である.すなわち,(Dでは名詞(pe昭e)が先行の

de という要素により限定されている.一方,(2)では名詞が後置された

-ne という要素によって限定されている.これらは,限定される名詞の

性・数により,それぞれ den/det/de とー(e)n/ー(e)V-(e)ne という形

をとる.さて,上記の和文の訳として(D,(2)の双方ともに正しいので

あろうか.それとも,どちらか一方のみ正しいのであろうか.これらは

実は Mikkelsen .192 が示している例文であるが,彼は(1),(2)を同義

とみなしているようである."また,筆者が母語話者に確かめたかぎり

でも,(1),(2)は同義であると言う.つまり, a),(2)ともに上記の和文

の正しい訳とすることが可能なようである.では,(1)の de penge と(2)

の Peng即e といった先行詞の限定方法の相違は,文あるいは関係節の意

味の相違を伴うことがけっしてないのであろうか.次の例文を見てみる.

(3) Deπ Syl'eπ, vi plantede i for会ret, er 又会et ud

2)
(4) syl,e11eπ, vi plantede i for会reL, er g会et ud

新谷俊裕
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(3),(4)ともに「我々が春にライラックを植えた」ことと「そのライ

ラックが枯れてしまった」という知的意味を表す点では同じである

しかし,デンマーク語の母語話名には(3)と(4)は多少なりとも意味が達

うと思われるようである.すなわち,(3)では何本かあるライラックの

うち,我々が春に植えた特定の一本のライラックについて述べているの

に対し,(4)では,庭にライラックが一本だけある状況などが想像され

るのである.また,「我々が春にライラックを植えた」という事実を知

らない相手に,(たとえぱ手紙などで)「そのライラックが枯れてしまっ

た」ことを伝えるときには,(4)を用いることはまずなく,用いるとす

れば,(3)であると言う.(3),(4)の伊1からは, den syren と Syrenen

は外見上,形態が異なるのと同様,その表すところも違っているとする

ことができるようだ.

それでは,この点(以後 DEN/一則問題と便宜上呼ぶことにする)に

関して諸文法書はどう扱っているのであろうか.

2.関係節の種類

2.1.関係節に関する諸文法書の記述

Diderichsen ● 1964, Jones & Gade, planck は外国人学習者用の文法

書であるが, DEN/-EN 問題には一切触れていない.この点はデンマーク

の高校生向けの文法書 Karlsson も同様である.

Afzelius et αι.:32 ιこは'De de1Ⅱonstrative pron0Ⅲiner bruges

altid ved relauve S田tninger'とある.これは「指示代名詞が常に関

係節では用いられる」という意味であろうから,一則形の方は無視して

おり, DEN/一則問題を解明してはくれない.,

山野辺.1おは「関係従属文によって限定される語には常にこれらの

指示代名詞が用いられる」とする.「関係従属文によって限定される」

とは厳密には何を意味するのかあいまいでないこともないが,いわゆる

制限的関係節のことを言っていると解することができるかも知れない.



Bredsdorff :86 は言う

When a noun qualified by an adjectival dause which is an

integral part of t11e sen士ence, the noun is preceded by the

demonstrative pronoun 'den'('det','de') insLead of having

the encli士ic artide added 加 it

Den lnand, der ejer huset, er rejst The Whoη1απ OtυπS

the house has g0πe away.

Bredsdorff の言う「文構成に不可欠な形容詞節」とは,挿入的でな

い関係節,すなわち,いわゆる制限的関係節のことを指すものとぢえら

れる.山野辺にしろ Bredsdor丘にしろ,関係鮮iには,いわゆる制限

的・非1制限的の両タイプがあるということを読者が意識して読まないか

ぎり,誤解される恐れがなきにしもあらずであろう.田

Koefoed')と Stemann幻は,名詞に制限的関係節(steⅢann ではただ

単に関係節)や,その他の限定節が後続する場合には,英語では名詞の

前に定冠詞か'くるが,デンマーク語では(強強勢の)指示代名詞 den/

devde がくると言う. Koefoed では,このように制限的(restrictive)

関係節と明記した点,上述の他の文法書よりも親切であろう.しかし,

Koefoed, stemann でも DEN/一別問題が意識して扱われているとは思え

なし、

少数ではあるが, DEN/一則問題を明瞭に扱っている文法書もある

Jespersen ● 129ff., Diderichsen 1962 ● 212, LomhoH')である.文の

意味にとって不可欠な制限的関係節のときは DEN で,不可欠ではない

挿入的な関係節のときは一則であると言うのである. Jespersen にせ

よ Diderichsen にせよ,デンマーク語の初級学習者には必ずしもこれ

を読むことは要求できるものではない.また LomhoH はフランス語で

書かれているので, B本のデンマーク語学習者には縁の薄いものと考え

られる.したがって,本稿で D別/-EN 問題に注意を喚起することは,

少なくともも初級学習者には有益なことであろう
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2.2. Jespersen らによる関係節の分類

前節で制限的関係節とか非制限的関係節といった用語を用いたが,こ

れらについて説明する必要がある.

Jespersen .123ff.によれば,アジャンクト(adjunct .付加語,修

飾語)には制限的アジャンクト(restricuve adj如Ct)と非制限的

アジャンクト(non-restrictive adjunct)の一種類がある.前者は,

a red rose の red のように, rrose という語の適用性をバラという類

全体のうちのーつの特定の小区分に限定し,白[い]バラや黄色いバラ

を除外することによって話題のバラを特殊化し規定する」わ機能を有す

る.言い換えれば, rose という語を「限定し,それが適用される対象

の数を制限する」機能を有する.後者は, My dear Httle Ann!に見ら

れるようなアジャンクトのことであり,「この場合のアジャンクトは,

幾人かのアンたちの中でどのアンのことを言っているか(あるいは話し

かけてぃるか)を区別するためにではなく,単に彼女を特徴づけるため

に用いられてぃる」したがって,非制限的アジャンクトは「装飾的

(ornamentaD アジャンクト[・・・]あるいは別の観点から見て挿入的

(parentheticaD アジャンクト」であるとする.

この二種のアジャンクト問の区別は Jespersen によれば,関係節に

つぃても言える.英語では,代名詞 Wh0 と Which が制限的.非制限的

関係節の両者を導くのに反し, that に導かれるか,あるいは代名詞な

しの関係節は制限節だけである.

「[(5)] 1he soldiers that were brave ran forward,(兵士のう

〔制限的〕)ち勇敢な者は走り出た

[(6)] The soldiers, who were brave, ran forward.(兵士た

〔非制限的〕)」ちは勇敢であって,走り出た

英語における制限的関係節と非制限的関係節の,このような差異は,

デンマーク語では先行詞の冠詞によって示される,と Jespersen. BO

は言う.



関係節が制限的であるか非制限的であるかは,英語では aH,デン

マーク語では aⅡe を加えてみると,その位置の相違で明白になると

Jespersen は指摘し,デンマーク語の例文も示している.

rK7)](A11e) de soldater som var modige 1φb frem 〔制限

的〕」<勇敢な兵士たちは(みんな)走り出た>

「[(8)] soldaterπe, (a11e) var modige, 1φb frem 〔非制的S0Ⅲ

的〕」<兵士たちは,(みんな)勇敢だったので,走り出た>

Jespersen はさらに言う:「しかしこの規準[先行詞の冠詞によって,

関係節の差異を示すこと]は常に適用できるのではなく,もし先行瓢1が

もうーつ別のアジャンクトをもっていれば,唯一の差異は前置された冠

詞の強勢の有無による.すなわち,

〔制限的〕[(9)] 1De franske soldater Som

[(10)] De lfranske soldater, 〔非制限的〕」Som

Jespersen の記述のこの箇所を見てまず気ゴくことは,彼の言う制限

的関係節の前後にはコンマがなく,非制限的関係節の前後にはコンマが

あり,その差異は英語のそれと同様である.しかし,これは Jespersen

が「ポーズのコンマ」を用いているからであり,田(外国人学習者がふ

つう学ぶ)「文法的コンマ」を用いる場合には,先行詞の後(関係詞の

前)に必ずコンマを置くので,コンマの有無によって制限的・非制限

的関係節の見分けは不可能である.またポーズのコンマを用いる場合

でも, Jespersen のようには首尾一貫した}東則にそっていないことが多

いしたがって,コンマの有無によって関係節の性質を判断することは

概して危険と言えよう

また JesperS肌は,上で引用したように,制限的関係節と非制限的関

係節とは「先行詞の冠詞によって示される」が,「この規準は常に適用で

きるのではなく,もし先行詞がもうーつのアジャンクトをもっていれば,

唯・ーの差異は,前置された冠詞の強勢の有無にある」とするが,この箇所

は次のように修正されるべきである.すなわち,制限的関係節の場合,
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先行詞は強強勢の D則,すなわち指示代名詞の D則によって限定される

のに対し,田非制限的関係節の場合,先行詞は定冠詞綱9強勢)によって

限定される.ここで言う定冠詞とは,名詞が単独で現れる場合には後置

定冠詞一則により,名詞に形容詞が付く場合には独立定冠詞と呼ばれ

る弱強勢の D別という形態により実現されるものを言う.すなわち,

(11) 1De soldater, som var 肌odige, 1φb freⅢ

と

(12) soldaterne, som var 1Ⅱodige, 1φb freⅢ.

との差異は(9a) 1De franske soldater, som と(10a) De !franske

1 0 )
Soldater, S0Ⅲ_.の差異と同一のものである

さらに, Jespersen は「いわゆる連続関係節(continuative relative

Clause)は,むろん非制限的である」とし,次のような連続的関係節

「[(13)] He gave the letter to the derk, who theπ C0力ied

it .

デンマーク語:[(14)] 11an gav brevet til kontoristen, Soln

Sd Sたγeu det αυ.

(彼は手紙を書記に渡し,書記はそれを写した)」

を次のような制限的関係節

「[(15)] He gave the letter to the clerk ulho was to copy

it .

[(16)] Han 8av brevet til den kontorist s0πI shUιde Sた1'iue

det αυ.

(彼は手紙を,それを写すはずの書記に渡した)」

と対比している.

以上のように JesperS肌は制限的関係節と非制限的関係節を区別し

ているが,この二区分は今までに広く認められていることである.しか

し,はたしてこの二区分だけで十分であろうか.



2.3.関係節の分類のまとめ

本稿では,関係節における先行詞の,英語では定冠詞 the によるよ

うな限定方法について重点的に扱う.したがって,先行詞に不定冠詞が

付く関係節は簡単に触れるにとどめる.そこで,関係節を整理分類して

みると,次のようになる.(この場合,関係副詞などによって表される

関係節は,先行詞の限定方法に関しては,関係代名詞によって表される

関係節におけるのと何ら違うところはないので,考感にいれない).

(a)制限的関係節.先行詞の意味を制限[特定イ田するもの

(b)非制限的関係節.単に先行詞の性状に関して割注的説明を付加する

だけで,省略しても先行詞の意味には変化を来たさないもの 1 】)

まブこ,( a)は限定的(atしributive)関係節,(b)は記述的( descrip-

1 2 )tive)関係節とも呼ばれる (b)はさらに,連続的(あるいは継続

的)(conunuaHve)関係節とも呼ばれる.玲) Diderichsen 1962.212

は,(a)を必要あるいは制限的関係節(nφdvendi8e eHer bestemmende

relativS徒tnin8er)と呼び,(b)を記述的あるいは挿入的関係節(be-

Skrivende eHer parentetiske rela士ivS記tninger)と小子ぷ.

(a),(b)には,その先行詞が不定であるか(すなわち,先行詞が無冠

詞あるいは不定冠詞や不定代名詞などを伴っているか),そうでないか,

すなわち,定であるか,の二つの場合がある.

(a-i)制限的関係節.先行詞=不定

(17) Han bor i en ejendom, der har fe皿 etager

<彼は五階建てのアパートに住んでいる>

(18) P会 fem lninutter 1φSte hun et problem, som jeg havde

k記mpet med i to umer

<彼女は,私が2時闇苦しんだ'問題を 5分で解いた>

(a-ii)制限的関係節.先行詞=定

(19) Den ejendom, som han bor i, har fem etager.

<彼が住んでいるアパートは五階建だ>

9
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(20) Den 会, som 1φber 菖enne!Ⅱ Randers, er Guden会.

<RanderS を流れている川は Guden会だ>

(b-i)非制限的関係節.先行詞=不定'幻

(21) Jeg foretr記kker en cykel, der ikke forurener, fre1Ⅱfor

en bil.

<私は,自転車は汚染を起こさないし,車よりもいいと思、う>

(22) S会 fik jeg en papegφje, som senere viste sig at V記re

en undulat.くそこで僕はオウムをもらったが,それは後で

インコであることがわかった>

^

(b-ii)非制限的関係節.先行詞=定

(23) sygehuset, der be別ndte den ny type pr伽er for et

halvt らr siden, ser mange fordele ved at skifte.<(そ

の)病院は,半年前にその新種の検査を始めたが,新しい検

査に換えると好都合なことが多々あると言っている>則eek-

endavisen,26. martS 1986 3. apri1 1986)

(24)=(16) Han gav brevet til kontoristen, som Sら Skrev det

上で触れたように,非制限的関係節は記述的関係節とも,連続的(継

続的)関係節とも,挿入的関係節とも呼ばれている.そうすると,(24)

はこれら四種類の名称で呼ばれることになる.しかし前節末で引用した

「いわゆる連続関係節[・・・]は,むろん非制限的である」という箇所か

ら, Jespersen は(24)のようなタイプの関係節のみを連続的関係節とみ

なしてぃることが,わかる.このタイプの関係節の特徴は,主節が「剰係

節の前で完結しており,したがって,先行(等位)節の後にコンマを置

き,関係代名詞を前方照応的人称代名詞に置き換えて,等位接続詞 og

でっなぐことができることである.本稿では,以下このタイプの関係節

のみを「連続的関係節」と呼ぷ.上の(22)も連続的関係節である.これ

に対し,(2D,(23)のように,関係節が文の途中で文字通り挿入されて

av.



いる場合のみ,「挿入的関係節」と呼ぷことにする.

的(a即Ositive)関係節と呼ばれることもある 1 5 )

2.4.制限的関係節の再分類

上記の分類に対し,中島.25丘.は,非制限的関係節に関しては同様

な分類をしているものの,"非制限的関係節ではない関係節",すなわち

本稿で,そして一般に制限的関係節と言っているものを二分する代わり

に三分している.

(A)新情報の先行詞+記述的関係詞節

(25) He lives in an apar士ment house that is thirty stories

】 6 )
hi8h

(26) she solved in five lninutes a problem that l had

Struggled wi士h for 士Wo hours

(B)既知の先行詞十記述的関係詞節

(27) This is the house that Jack buiH

(28) we are blessed with the sun that ripens the rice.

(C)後方照応的先行詞十制限的関係詞節

(29) The apartment house that he lives in is thir士y stories

11igh.

(30) The river which flows through London is the Thames

BD The students to whom this letter is addressed should

reply in writing to the undersigned.

(C)の関係節を制限的とすることに対して反論する人はいないであろ

う.問題になるのは,(A)と(B)である.大塚.906 は(26)と同じ例文や

(27Xこ類似の例文 This is the man who/that gave me this book.な

どを制限的関係節を含む文としている.また,前節で触れたように,記

述的関係節は,非制限的関係節の別称である.つまり,非制限的関係

節は,制限的関係節のように先行詞を限定するのではなく,先行詞を

Ⅱ

これは,また同格
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挿入的(あるいは連続的)に記述する,という意味である.これは中島

の言う「記述的」とは意味が異なっているようである.中島はこのこと

をどう説明しているのか,見てみる.

(25)の an apartment house that is thirty stories high という名

詞句は,名詞句を文によって拡充したもので,その基底にある「構造は

[an apart皿ent house][the apartment h0ⅡSe is thirty stories hi創〕]

であって,先行詞は不定冠詞のついた新情報の名詞で,これをうける文

では不定冠詞が定冠詞に変る.これは前方照応的(a船Phoric)の the と

よぱれるものである.そしてこの[the apartment house]を関係代名

詞 Which (または that)に変えることによって先行詞と結びつけ,そ

の記述文となっているのである.」一方,(29)は先行詞が the をもつ特

定のものを指している名詞の場合で,「この定冠詞は彼の住んでいるア

パートに限定することを示しているので,この the はα力αrt勿eπt

house だけにつくのではなく,[the][apart皿ent house that he lives

in]と分析されるべきもので,その基底にある構造は[the △Hhe ⅡVes

in an apartment house]と考えられる.すなわち「彼はアパートに住

んでいる」「そのアパート」という制限つきの名詞で,関係詞節中にあ

るαπαつαγt勿eπt house を先行詞の位置に移して,あとから先行詞が

できたものである.この定冠詞は後方照応的(cataphoric)の the と

よばれるものである」と中島は説明する.(26)の関係節は(25)の場合と

同様に記述的であ 1),制限的ではない.(26)を「私は問題を解くのに

2時間苦しんだ」「その問題」というふうに制限的関係節を含む文にする

には, she solved in five 皿inutes the problem that l had strug-

gled with for two hours.のように書き換えなければならないことは,

上のことから明白である.

中島は(B)の場合についても説明している.(27)の「the は文脈でわか

つている(anaphoriC の the)か,眼前に見ている家かであって,はじ

めからわかっているものである.そのときの場面でわかっているものを



指す定冠詞を外割親動応的(ex0山oric)の新e とよぶ.」(27)の「the

house はこういう the をもっものであって,関係詞節は制限的なもの

ではない.その基底にある構造は[the house][Jack built this house]

というようなもので,関係詞節は記述的なものである.」(28)の場合も

rthe sUπが外割姻ミ応的なものであることは明らかで,制限的関係詞

節がくるはずがない.[the sun][the sun ripens the rice]というこ

とである.」と説明している.

中島の示すこれらの説明は十分に納得のいくものである.また,中島

は次のような例文を二つ挙げて,

(32) 1he police1Πan who knows t11e way has offered 士o guide

B3)

US.

B2)は【(C)後方照応的先行詞十制限的関係詞節】と解すれば「道を知

つている警官が」となり,【(B)既知の先行詞十記述的関係詞節】と解

すれぱ「道を知っている警官は」となると言・).一方, B3)の関係詞節
.

は同格(すなわち挿入的)で「腎官は道を知っていたので」とすること

ができるとしている.ところで, B2)は「道を知っている警官が」であ

ろうと「道を知っている野官は」であろうと,【(C)後方照応的先行詞

+制限的関係詞節】【(B)既知の先行詞+記述的関係詞節】のどちらの

意眛にでもなりえるという点で,中島の言うことは当を得ていないが,

【(B)既知の先行詞十記述的関係詞節】であるB2)(仮に(32-B)と呼ぷ)

の場合と,(33)の場合と二種類の記述的な関係節が存在することは事実

である.意味の上では(32-B)と B3)の違いはない(中島● 35 参N動.た

だ, B2-B)では先行詞と関係節の結び付きが強固であるが, B3)では

関係節の独立性が強い.また, B2-B)では,話し手が情報伝達上,関係

節は必要不可欠なものと考えているが, B3)では必ずしもそうではな

くて,関係節は「説明的になって」付けたし的なものと考えられる.

Ihe poHceman, who knowS 士he way, has offered t0 又Ⅱide

B

US.
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この違いは,英語では,【(B)既知の先行詞十記述的関係詞節】の場合

は関係詞として that を用いることができるということや,同格の(挿

入的)関係節の前後には小休止(コンマ)が置かれることなどで,表面

的にも違いがわかる.デンマーク語においても,英語と同様に【(B)既

知の先行詞+記述的関係詞節】の存在が予想されるが,デンマーク語に

は,英語の that に相当する,同格の関係節には現れず,【(B)既知の

先行詞十記述的関係詞節】にのみ現れる語がない.また,文法的コンマ

を用いる場合には,両者問の区別は書記法上は不可能である.それゆえ,

デンマーク語に関しては,【(B)既知の先行詞十記述的関係詞節】の存

在を証明することは困難かも知れない.

中島の言う【(A)新情報の先行詞十記述的関係詞節】と【(B)既知の

先行詞十記述的関係詞節】は,従来の分類方法によれば,制限的関係節

で,中島では制限的関係詞節ではない.従来の方法では,これはまた,

非制限的(=記述的)関係節ではないが,中島では記述的関係詞節であ

る.矛盾である.つまり,用語の統一がなされていないからである.修

正が必要である.これより本稿では,従来,制限的関係節と呼ぱれてい

たものを「必要関係節」と呼ぴ,従来の非制限的関係節を「付加的関係

節」と呼ぶことにする.また,中島の言う「記述的」という意味で,

「記述的関係節」という表現を用いることにする.また,それによっ

て,「制限的関係節」とは,必要関係節のうちの記述的関係節ではない

もののみを指すことになる.

3.限定詞 D別について

3.1.先行詞の限定方法

前節では関係節の分類に関して,中島の方法を認め,従来の方法を修正

する必要があるとした.前節で示した中島の方法における先行詞の種類の

分類方法には,「新情報,既知」という情報・意味上の分類と,「後方照応

的」という文法機能上の分類が入り混じっており,統一性に欠けている.



本稿では,先行詞を文法上の形態で分類すると,以下のようになる

(a)必要関係節

( i)記述的関係節.不定の先行詞((17),(18);(25),(26))

(ii)記述的関係節.前方照応・外部照応的先行詞((27),(28))

(iii)制限的関係節.後方照応的先行詞((19),(20);(29),(30),

(3D)

(b)付加的関係節

(1)挿入的関係節

(i)記述的関係節.不定の先行詞(21)

(ii)記述的関係節・前方照応・外部照応的先行詞(23)

(2)連続的関係節

(i)記述的関係節.不定の先行詞(22)

(ii)記述的関係節.前方照応・外部照応的先行詞(24)

不定の先行詞とは,冠詞なし,あるいは不定冠詞 en/et や nogle

(=英: some (十複数名詞))などで始まる先行詞のことである(例文

(}フ),(18),(21),(22)参照).

後方照応的先行詞とは,それ自体では不完全な情報しか内包していな

くて,限定する関係節が後方に来ることを意味している.つまり,先行

詞は後方照応(cataphoric)の限定詞によって限定されており デンマ,

ーク語では指示代名詞の den/devde が後方照応の限定詞の機能を担っ

ている(例文(19),(20)参照)ことはすでに触れた.この後方照応の限定

<私は・ーという結論に達した>詞は, Jeg kom til den slutning, at

といった文中でも見られるが,この文中の Slutnin8 も at 節によって

限定されているのである.

前方照応的先行詞とは,文脈の流れからすでにわかっているもので,

前方照応の限定詞によって限定されているものである.外部照応的先行

詞とは, Der gar en 掘and nede Pら gaden く通りを一人の男が歩いてい

る>の gaden のように,眼前に見てわかるものや, Da jeg kom ud af

巧
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buukken, kom der en mand 1φbende ned ad gaden く手厶がそa)店から出

たとき,一人の男が道を走り下りてきた>の gaden のように,眼前に,

は見ていないが,状況からわかるものなど,外部照応の限定詞によって

限定されているものである.前方照応・外部照応的先行詞には固有名詞

などもある.前方照応と後方照応の限定詞は,デンマーク語ではふつう

定冠詞(後置定冠詞と独立定冠詞)で表される q列文(23),(24)参照).

特殊な場合には指示代名詞がこの機能を担うことがある.

3.2. DEN の決定詞(de士er血nativ)的用法

前節末で「特殊な場合」としたものは,指示代名詞が,その名称が示

すように,ある対象を「指し示す」場合のことである.実際に眼前にあ

る対象を指し示す場合一これが指示代名詞本来の用法であるがーに

は,指示代名詞(den, den der; denne, denne her)は外部照応的であ

る.また,眼前にはないが,ある対象を「想起しつつ」「指し示す」場

合には,指示代名詞(den, den der)は前方照応的である.

デンマーク語の指示代名詞 DEN (d即/devde)に関して言えば, D則

には前方照応・外部照応・後方照応の三機能があることになろうか.定

冠詞Φ別あるいは一EN)には前方照応・外部照応の二機能がある.

方,英語の場合には,定冠詞 the に前方照応・外部照応・後方照

応の三機能があり,指示代名詞の that には前方照応<あれ>・外部照

応<それ,あれ>の二機能がある.

以上のことから,後方照応の限定詞は,デンマーク語では指示代名詞

の DEN であり,英語では定冠詞の the であるという不一致が認められ,

る.もっとも,デンマーク語と英語は同系の似通った言語であるとはい

え,詳細にっいては異なった点があってもなんら不思議ではないのであ

るが,ここで見た不一致は「後方照応」という機能そのものに原因があ

るようである.

すでに見たように,後方照応の限定詞が名詞に付くのは,名詞に制限



的関係節や Jeg kom til den slutning, at ._に見られるような卸1限

的 at 節(英語では I caⅢe t0 しhe conclusion that に見られる

that 節)といった制限節が後続する場合だけである.一方,指示代名

詞の付いた名詞は指示代名詞によってすでに制限されており,さらに付

加語が付く場合には,その付加語は記述的なものである.同様に指示代

名詞の付いた名詞に後続するのは,記述的関係節であり,制限的関係節

ではない.これは,英語の廿轍t に後方照応の機能がないことによって

もわかる.デンマーク語の後方照応的な DEN は,本稿でもこれまでず

つと指示代名詞と呼んできたが,では,一体何なのであろうか.すでに

見たように,強勢が置かれる点で,独立定冠詞ではないと言える(§2.2

参照).指示代名詞の本来的でない用法とするか,形態は指示代名詞の

DEN と同ヒであるが,まったく別のものとするかは,スウェーデン語が

参考になる.

スウェーデン語における(必要)制限的関係節と付加的(挿入的)関

係節の例には次のようなものがある.

(34) Det hus s0Ⅲ H8ger P含 backen ar r6tt.

=B4a) Det hus, som Hgger pa bakken, er rφdt.

<丘の上にある家は赤色だ>〔制限的〕

17

(35) 11Use士 S0皿 Hgger P会 backen ar r6士t.

=(35a) Huset, Hgger P会 bakken, er rφdt.Som

<その家は,丘の上にあるが,赤色だ>〔付加的〕

B4)の det huS はB4a)の det huS とまったく同じように映るが,

実はそうではない.デンマーク語の場合には, det huS はB4a)のよう

に制限的関係節に後続される場合以外にも,<あの家>を意味する〔本

来的用法の指示代名詞十名詞〕の結合としても起こりうるが,スウェ

デン語の場合には, det huS という形は制限的関係節の前でしか現れず,

<あの家>を意味する〔本来的用法の指示代名詞十名詞〕の結合として

は現れえない.この場合にはスウェーデン語では det huset となり,
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名詞が既知形でなくてはならない.この違いから,スウェーデン語文法

ではB4)の det,すなわち後方照応の det を決定詞(determinauv)
1 7 )

と呼び,指示代名詞(det 加Set)の det と区別している

(34),(35)の場合とは異なり,丘の上を指差し,くあの家一丘の上に

は赤色だ>と言う場合には,デンマーク語では det der husあるの

意味で

それに対応するものとして det 加Set が予想される.

(36) Det huset s0Ⅲ Hgger Pら backen ar r6tt

=(36a) Det hus, som lig8er P会 bakken, er rφdヒ.

原則としては,上記の如く(34),(35), B6)の三っのタイプが存在す

るはずである.しかし, J6rgensen & svensson . H5 によると,実際に

は現代スウェーデン語では一般に(36)が(34)とB5)の両方の代わりに用

いられてぃるようである.つまり,決定詞と指示代名詞における名詞の

限定法に融合が起こっており, det hus/det huset の det huset への

一本化が起こっているのである.さらに,前方照応の定冠詞付きの加Set

も関係節の前では det 加Set にとって代わられる傾向にあると言える

ところが,先行詞の名詞に別の付加語が付く場合には,決定詞におけ

る名詞の本来的な限定法が見られる. J6rgensen & svensson. H5 は

次の(37),(38)では, akademiker と akademikerna の部分の相違で意

味の解釈が異なってくると言う

(37) Han angrep de svenska akade皿iker s0田 Var nazlstsyⅢ一

PatiS6rer.く彼はナチのシンパであるスウェーデンの識者た

ちを攻撃した(スウェーデンの識者たちのうちの一部がナチ

のシンパだった)>〔制限的関係節〕

スウェーと言うこと

に対し

(38) Han an8rep de svenska akade皿ikerna som var nazistsym-

PauS6rer.く彼はそのスウェーデンの識者たちを攻撃したが,

彼らはナチのシンパだった>〔付加的関係節〕

三

、レ るあ
゛

と SUhted、
?



このように, B7)の de svenska akademiker はB8)の de svenska

akademikerna という前方照応の定冠詞の付いた形と対立するが,指示

代名詞の付いた形の de svenska akademikerna くあのスウェーデンの識

者たち>とも対立することは言うまでもない.デンマーク語では,後者

には lde svenske akademikere が対応し, B7), B8)にはそれぞれ

B7a), B8a)が対応する.

(37a) Han angreb lde svenske akadeⅢikere, soln var nazist-

SympatlSφrer

(38a) Han angreb de lsvenske akademikere, nazlst-Som var

SympauSφrer

デンマーク語では,上記の如く,三者問の区別は強強勢の位置による

発音上の相違によるだけである.

スウェーデン語では,このように,決定詞の後の名詞を未知形にする

か既知形にするか揺れがあるが,決定詞は指示代名詞とは基本的に区別

されるべきものと言える.

デンマーク語の後方照応的 DEN は,スウェーデン語の決定詞とは異

なり,外見上は本来的指示代名詞とは何ら異なるところがないので,独

立させて決定詞と呼ぷ必要はないが,機能の点から見て,指示代名詞の

決定詞的用法とすることができょう
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4.関係節のチェック法

関係節にはどのような種類があるかを,これまでに見てきた.それで

は,それらの種類を実際にはどうやって見分けることができるのであろ

うか.チェック法をいくつか挙げてみる.なお,用語は§ 2.4,§3.1

で定義し直したものに基づく.§2.4 末で触れたように,デンマーク語

では,関係節が記述的である場合には,それが必要関係節であるか,付

加的関係節であるか,判断するのは概して困難である.
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チェック法 1.先行詞が名詞の既知形(すなわち〔名詞十後置定冠詞

-EN〕)であれば,関係節は記述的である.

(12) S0ιdatel'ne, som var modige, 1φb freⅢ.

(14) Han gav brevet tH たontoristeπ, S0Ⅲ S会 Skrev det av

(22) sygehuset, der be8yndte den ny しype prφVer for et

halvt 会r siden, ser lnange fordele ved at skifte.

チェック法 2.「関係代名詞 Som が関係節中で目的語であり,この

関係節が制限的であれば,この S0川は省略することができる.」と従来

で言う「1制限的」を本稿で言う制限的関係節とい言われてきたが, 、^、ー

う意味として仮に考えておく(より正確な定義は後述する).

(19) Den ejend0皿, S01π han bor i, har fem e士a8er

=Den ejendom, han bor i, har feⅢ etager.

逆に,関係節中で目的語である関係代名詞があるべき場所が空白なら

ば,それは Som が省略されたしるしであり,その関係節は制限的である

(40) Han prφVede at lade V記re lned at t田nke P会 den ferie,

han ikke skU11e med P会.(Sφeborg :47)く彼は,自分がー

緒に行かない休暇旅行のことは考えまいとした>

チェック法3.挿入的関係節は,またその名称が示す通り挿入的,す

<ご存じのように>などを挿入することができる

modige, 1φb frem.Solda士erne, som for φVrigt/jo Var

Sygehuset, der for φVrigt/jo begyndte den ny type

PrφVer for et halvt 含r siden, ser 皿ange fordele ved

1 9 )

なわち情報を付け加える働きをするのであるから,挿入的関係節は括弧

1 8 )に入れることができる

(12) soldaterne (, S0Ⅲ Var modige,) 1φb frem.

(22) sygehuset (, der be別ndte den ny type prφVer for et

halvt 会r siden,) ser mange fordele ved at skifte.

チェック法 4.挿入的関係節は同様に,たとえば for φVrigt くと

ろで>, jo

( 12a )

( 22a )

こ



aL skifte.

チェック法 5.制限的関係節と記述的関係節を区別するには,たとえ

ぱ, Jespersen が示しているように, aHe を加え,その位置の相違に

よって見分ける方法がある(§ 2.2 参照).(9a),(10a)に a11e を加え

ると,それぞれ次のようになる.ただし,これは先行詞が複数でなけれ

ぱ不可能であることは言うまでもない

(9b)』ιιe de franske soldater,

(10b) De franske soldater, Som

チェック法 6.連続的1渕係節は,

て,主節に書き換えることができる 2 0 )

(14) Han gav brevet til kontoristen, soln sa skrev det av

Han gav brevet ti} kontoristen. S会 Skrev han de士 avー"ー、

以上,いくつかのチェック法を挙げたが,これらのチェック法を踏ま

えた上で,§1 で挙げた例文を再検討してみる.

(D De penge, han dengan又 fik, har han a11erede brugt.

(2) pen8ene, han dengang fik, har han a11erede brugt

(1)はチェック法2 が適用でき,関係節は制限的であると判断され,現

実にもそういった意味である.ところが,(2)の関係節はチェック法 1 に

より記述的と判断される,しかし同時にチェック法2により制限的と判断

される.矛盾である.(2)は現実には(1)と同じ意味に解釈されている.

(3) Den syren, vi plantede i for会ret, er g会et ud

(4) syrenen, vi plantede i for会reL, er g会et ud

(3)は(D同様チェック法 2 により,関係節は制限的と判断され,現実

の<我々が春に植えたそのライラック>という意味と合致する.(4)は

(2)と同様チェック法1,2により関係節は制限的と記述的の両方であ

りうるという矛盾したものとして判断される.現実には,「庭にライラ

ソクが 1本だけある状況が想像される」ということは,話し手と聞き手

がその庭にいて,問題のライラックを眼市jにしているということであり,

modige, 1φb frem.VarSom

αιιe var 田odige, 1φb frem.

関係代名詞を人称代名詞に置き換え

21
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という既知形は外部照応的である.また,「我々が春にライSyrenen

ラックを植えた」という事実を知らない相手には(3)しか言えないが,

その事実を知っている相手には(4)が言えるということは,その場合の

という既知形は前方照応的であることを意味する.つまり,問Syrenen

題の関係節は記述的であり,制限的ではない.

すなわち,(2)では先行詞が既知形であるということが無視されてお

り,関係代名詞 Som が省略されていることが,関係節の性質を決定し,

てぃる.逆に,(4)では関係代名詞 Som が省略されているということが

無視されており,先行詞が既知形であるということが関係節の性質を決

定してぃる.これは矛盾であろうか,チェック法 1にもチェック法2 に

も例外があるということであろうか.ここで,チェック法2 を見直してL-

みる.チェック法2 は,従来よく言われてきたことであるが,ここで注

意すべきことは,胴邦艮的という用語が,本稿でいう必要関係節の意味で

あることである.すなわち,チェック法2 は次のように修正されなけれ

ばならない:「チェック法2 ●関係代名詞 Som が関係節中で目的語であ

り,この関係節が必要関係節であれば,この S0Ⅲは省略することがで

きる.逆に,関係節中で目的語である関係代名詞があるべき場所が空白

ならば,それは S0肌が省略されたしるしであり,その関係節は必要

関係節である」.この修正したチェック法 2 で(2),(4)を再度チェック

すると,(2),(4)ともに必要関係節のうちの記述的関係節であるとする

ことができよう.(2)の Pengene,(4)の Syrenen について,聞き手が

すでに知っていることが前提とされている.したがって,(1)と(2)はま

つたく同じ意味ではないと考えられる.(3)と(4)も同様である.

5.むすび

本稿では, Jespersen やその他の学者が従来行ってきた関係節分類法

を,中島の方法を踏まえて再分類した.その結果,関係節はまず必要関

係節と付加的関係節に二分される.前者には制限的関係節と記述的関係節



がある.後者は,記述的関係節しかないが,挿入的関係節と連続的関係

節に二分される.このように,従来の分類に必要・記述的関係節を加え

たことで,次のような文がうまく解釈できることとなった

(4D 11an kunne kun t記nke P会 det der var sket, drφ皿men der

Var 又含e士 i opfyldelse, eHer i hvert fald begyndelsen

af d肌.(Sφeborg :28)

く彼は起こったこと,かなえられた夢,あるいは少なくとも

その始めの部分しか考えられなかった>

(41)は Sφeborg の短編小説のー'文であるが, drφ皿men der var g急et i

Opfyldelse の先行詞の形態自体が,この関係節が記述的であって制限

的ではないことを示している.内容的にも,主人公がいくつかの夢を抱

いていて,そのうちのーつであるというふうには読めないので,この関係

節を制限的と解するのは無理である.また,この文を目にするまで,読

者は主人公の抱いているその夢について何度となく読んでいるし,そ

の夢が実現する過程もこの文の直前に見ているので, drφmmen der var

血et i opfyldelse を村j川的関係節と解釈して,くその夢,それはかな

えられたのだが>とか<その夢,それはかなえられたので>とかくその

夢,そしてそれはかなえられた>などとするのは,まったくナンセンス

で,上のように<かなえられた夢>と必要・記述的関係節と解するのが

もっとも自然と言えよう.

また関係節の分類に関連して,デンマーク語の D別(den/devde)に

は,<1>弱強勢の独立定冠詞の他に,<2>強強勢の指示代名詞の本来的

用法と,<3>強強勢の指示代名詞の決定詞(determinauv)的用法があ

り,<3>は常に後方照応的であり,制限的関係節などの制限節の前でし,

か現れないことを示した.

本稿では,先行詞が<2>の D則,すなわち,本来的用法の指示代名

詞 D則に限定された場合にも触れたが,現実には本来的指示代名詞は

話しことばに主に現れる.その場合には, D別 d6r のほうがふっうに
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用いられ,<1>の D別や<3>の D別との混同は避けられるであろう

したがって,実際には前方照応・外部照応の定冠詞ΦEN/-EN)と後方

照応の決定詞的 D別の違いに注意すれば,関係節が制限的かそうでな

いか,すなわち記述的であるか否かを見分けることができる.しかし,

記述的関係節が必要関係節か付加的関係節かを見分けるのは, Som の

省略によるチェック法2以外の場合には,文脈から判断する以外には方

法がないということである.

ところで,§3.2 以降,デンマーク語における後方照応の限定詞は決

定詞的用法の指示代名詞 DEN のみであるかのように扱ってきたが,実

はこれは, G制限)節が後続する場合にだけ言えることであって, bogen

血 bordet のように,制限的な前置詞句が後続する場合には後方照応の

機能を担うのは定冠詞なのである.討)英語では the book on the desk

と言い, the book which is on ヒhe desk から卸邱艮的関係節中の Which

iS を取り去ったものに相当する.デンマーク語では bogen pa bordet

は den bog, der er pa bordet から der er を取り去り,その上 den

を一en に置き換えたものである. Bogen, der er Pら bordet では,先

行詞の定冠詞は前方照応的か外部照応的で,'関係節は制限的とは解せな

いのが原則である.しかし,時には bogen, der ._を制限的関係節を

含むものとして用いる向きもあるが,これは bogen pa bordet からの

アナロジーであろう

本稿では,中島の方法を採用して関係節を分類した.中島のこの方法は

英語に関するものだが,新しい考えで,まだ十分には普及していない.こ

の考えはデンマーク語に関しては,デンマーク内外でまったく知られてい

なかった.デンマーク語での必要・記述的関係節の存在を,本稿で十分に

証明できたかどうかわからないが,その点に注意を喚起することはできた

と思、う.また,先行詞の限定方法についてぎえたが,これはデンマーク語

の文を理解する上で大切なことであるのは言うまでもない.実際,(1D

De soldater, som ...も(12) soldaterne, som .ーもく勇敢な兵士オこち



はー・>という二重の意眛がある日本語に翻訳することができ, som 以下

の関係節が制限的か記述的かということを考えることもなく,あいまい,

に済ませてしまうことも可能なのである.本稿で触れたことを念頭に置

けば,デンマーク語を日本語に翻訳する場合に少しは役立つであろう

また,我々外国人がデンマーク語の作文をするとき,以上のことを踏

まえて,関係節を制限的にしたい場合には先行詞を指示代名詞の決定詞

用法の D則で限定し,関係節を記述的にしたい場合には先行詞を定冠

詞ΦEN/-EN)で限定するようにすれば,誤解されることなく,確実に

自分のぎえを伝えることができるであろう. ( 5/6 ' 88)

( 1 )

25

M ikkc lscn :192:' Dcn bcstcm tc form cH er dct bcs tcm tc kcndc-

Ord s t 厶r undcr士idcn i stcdct for dC し P五PC8Cndc hcnvisningsord

Stcd foran hcnfφrelscsbiS田tningcr,deπ. Dcttc findcr IS記r

f、cks. peπgeπe, ha n d eπ gαπ 8 f'ih , hαγ hαπαιιeyede

,

bl.ugt (for de peπ8e, hαπ dengαπg fih)

Aa. Hanscn ( b):189 では Syrencn Plantcde i forhrct,VI Cr

8厶et ud のように Syrcncn と Vi の冏にはコンマがない'また彼は,指

示代名詞が既知形の代わりをすると言うが,その場合,文の意味に変化が

起きるかどうかについては触れていない

制限的・非制限的関係節については本文§2,§3 で詳しく述べる.

Kocfocd :173f.:'Diffcrent fr0Ⅲ互n又1.ⅡSa又e, the dC皿onstra-

tive pron0Ⅱn (adjcctivc) deπ, ctc., instcad of thc definitc

bcforc a rcstrictive relativc orUscd wi士h afor ln nounIS

anothcr dctcrminativc clause: 1Den hel'}'e, rsolnノυi 1π■dte,

IhC 8CntlclDan wholn wc lnct; 1deπ lnorgeπ, rdαノel' 1n iπ by0γ

je8' a πん 0刀1,υα 1' d et s n euejl,, thc m orning ( whcn ) 1 arr ivcd
,

it snowcd

( 3 )

( 4 )

( 2 )

乏宝三
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( 5 ) SteⅢann :2ι5:'corrcspondin8 to substantive with dcfinite

art iclc fo H owcd by a relativc d ausc, at -c lause [that-clausc

ano thcr deterln ina士 i ve c laⅡSe i n En又 lish, Dan ishの誤り1 Or,

has a dclnonstrative pronoun ( den ld記n'j, det [de l, dc ldil)+

SⅡbstantive + clause, C.g.

borde士, har s018t de士 igcnDen mand, der har kφbt

thc tablc has sold it again[' d田n'_.1 the man who bought

I d田 n' 1 1 Calnc toJC8 koln til dcn S1Ⅱtnin又, a士

the conC1ⅡSion that

Den da8,(da) jeg k0Ⅲ[' d田n'ー.} the day ( when) 1 CaⅢe.

Lomholt :69:'si une relative d6tcrlninative (n6Cessaire p0Ⅱr

Ie scns dc la phrase ) qⅡaHfie lc substantif, cclui-ci cst

Pr6C6d6 du d6monS士ratif: den 刀1αnd , s oln h0勿刀lel' i afteπ, ey

勿iπ f影ttel、,1'homme qui arrivc cc soir cst mon c0ⅡSin. si la

relativc n'est quc parcnthe士ique, on 8arde l'articlc postpoS6:

tαιe, 1'homme, quihosted e, foyts atte1παπd eπ S tnS 0π1,

disc0Ⅱrs.t0ⅡSsa, contlnua Son

Jesperscn .123'なお, Jcspersen からの引用は半田の翻訳を用いた.た

だし,漢字は現代風に改めた.

Cf. skaⅡtrup :79f.

Cf. Kocfoed .173f., stemann ,245.本稿注(ι),(5)参照.

の de の強勢についJesperscn は,(フ)( A11C ) d e so ldater s0皿

では IDe soldater som .ーの本米,ては何ら説明を加えていないが, 、^、^

強強勢の de が IAuc ldc soldater som 一のように laue を付加する

ことで,第一強勢から第二強勢に弱まっている.同様に,先行詞を限定す

る指示代名詞が,文中での位這あるいは前後に米る要素などによって,そ

の強強勢(第一強勢)が第二強勢に弱められることがある.

( a ) 1Det arbejde, han har Sφ8t, er nu ikke S五 le士Som

at f古

<彼が応募した職は,そう簡単に得られるものではありません>

これに対し

( b ) Han har lige f厶et at vidc, a士 han lf含r ldct arbejdc,

Som han har Sφ宮t.<[彼は 1応募していた職につけるという知ら

( 8 )

( 9 )

( 10 )

( 6 )

(フ)



せを受け取ったところなの>(1Pscn ・闇瀬 1985.56f.)

Dct arbcjdc, som han har Sφgt 小の指示代名詞 dct は(a)では本来の

強強勢を保つ位置(この場合は,文頭?)にあるが,(b)では強強勢の

f含r の伯:後に米ているので自らの強強勢が弱められているのである.この、^

ような場合には,第二強勢の存在を聴き分けるには余程熟練した耳が必要

とされるであろう

大塚:906f.なお,同所で示す心、的挿入節(mcntal parenthesis)は,先

行詞の限定方法とは無関係なので,本稿では扱わない.

Cf.大塚.359,906f、,大塚・中島.1029

Cf.大塚.302

(a) Jcg bcgyndt at 1田SC SP記ndcnde bog,er Cn S01Ⅱ Jcg

kφbtc i 8厶r

<私は面白い本を毓み始めたが,それは昨日買ったものだ>

例文(a)は付加的・記述的関係節を含む文であるが,この文から SP圧ndcndc

<面白い>という形容詞を取り去ると,

(b) Jcg cr bC又yndt at 1田Sc cn bog, som jcg kφbtc i 8厶r.

となるが,この(b)は必要・記述的関係節を含む文で,く私は昨日買った本

を読み始めた>という恵味に,デンマーク人は値感的に受け取るようであ

る.先行詞が en sP毘ndcndc b08 のように,すて、に形容詞によって限定さ

れている場合には,後毓する関係節は付加的となり, cn bog のように何

ら限定する形容詞がない場合には,後織する関係節は必要関係節であるの

がふつうのようである.

Cf.大塚・中島,1031

(25)~ BI)は中島.25丘.の示す例文である.(25)はデンマーク語の例文

n7)に相当する.同様に(26)一住8),(29)ー(19), BO)ー(20).

Cf. Nylund-Brodda & Holm :68ff.,71f., Lindberg :97ff., J6rgensen

& svcnsson ● HⅡ.本稿で扱う前方照応( anaphoric),外部照応(CXO-

Phoric),後方照応(cataphoric)の三機能を, Lindber8 は,それぞれ

anaforisk, deiktisk/uta tpekande, detcrminatiV と呼』:.

Cf. Hanscn & Haas :3dff.

Cf. J6rgcnscn & svcnsson :115.

Cf.大塚:302

Cf.大塚・中島.315.

住1)

( 12 )

a3)

a4)

( 18 )

(19)

(20)

(21)

(17)
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RelativS記士nin8er 08 deres korrelaters bestem melsesm 厶der i dansk

RclativS田tnin又Cr plejcr lnan stort sct at

(a) restriktiv rclativS田tning: CrS0Ⅲ

rclatcts bctydnin又

(b) ikkc-rcstriktiv rclativS田tning: S0Ⅲ tilfφjcr noglc paren-

tetiskc beskrivelser af korrclatC士S karaktcr, og som dcr-

for kan udcladcs, udcn at dct 記ndrcr korrelatets bctydnin菖.

Dcsuden 8φrcs dcr bl. a. af Jesperscn opm田rksom P含, at korrc-

restriktiv rclativS遷tnins bcste1丑皿es lned trykS士田rktIatc t I cn

ikkc-rcS士riktiv rclativS記tnin8d en /'d et/d e , og at korrclatct I cn

(cntcn cnkHtisk C11Cr selvst田ndi8)der iln od bes tcm ⅡIcs m c d Cn

bcstCⅢt artikcl:

fl' e刀1.〔 r cst r i kt iv 〕ιob勿od i8'e ,( 1) 10e s 0ιdatel', S 01πυαγ

fl' e1π.ι●6勿od ige ,(2) S0ιdatel'ne, S01刀υαγ

〔ikkc-rcstriktiv〕

Vi har nu S厶danne S記tnigcr som

8det ud( 3) oeπ Syl、en ,乙li つιαnted e i f01'dyet, el'

gdet udDιαπ ted e i f01'dl'et ,( 4 ) syl' eπ eπ, el'Ut

( 3 ) og ( 4 ) sigcs at bctydc forske11i8t. vcd ( 3 ) forst含r man, at

der cr talc om en bcstcmt syren ud af n081e flerc, mcns der vcd

(4) kun cr tale onl en bcstemt syren 0又 Slet ikkc om andre syrcncr.

Mcd andre ord forudS田士士Cs dcr ved (4), at syrcncn cr bckcnd士 b五dc

for talercn 08 modta又ercn.1{erfra S1Ⅱttcs dct, a士 relativS記tnin8en

restriktiv cHcr besteⅢ皿ende, og a士 relativS記tnin菖Cn ii (3) er

ikkc-restriktiv og beskrivende. Dette syncs at stclnme( 4 ) er

Ovcrcns mcd Jcspcrscns bcm田rkning om korrclatcrncs bcstcm mclscs-

Ⅲ含dcr. P厶 dcn andcn sidc plcjcr man at P厶St含, at cn rcla士ivS田tning

Udcn rclativpronomcn (med Ⅱdcladelsc af s01刃) cr restriktiv. Ja,

der er n0宮Ct, der ikke stcmmer. DC士 Skyldes den forkerte opfat-

士ilfφjelse,Π厶r dcnrela士ivS田tnin8 altid CrCr cntelsc, at Cn

ikkc-rcstriktiv 0又 derlned bcskrivcnde. Hvis kan antage, at皿an

dct re la tive s 0πl kan Ⅱdcladcs, nδr cn rc lativS田 tning ikkc CnCr

Toshihiro shintani

Rcsum6

inddcle i 2 ka比又oricr:

bes tem m cnde for kor・・



ParcntC士isk tHfφjclsc til korrclatets bctydning, mcn cr n記rmcrc

knyttct til sit korrclat, S厶 kan rclativS田tningcn i (4) forst含S

bcskrivcndc, samtidig mcd a士 dcn n記rt knyttct til sitSom Cr

korrela士(nΦdvcndi又 for siし korrela士S bctydning). Dcnnc forklaring

kan findc st φtte i NakajimaS 士eori rc l at i vS記 tn i nge r.Om

bog "Dct cn8Clske spr0又S S士ruktur" atNakaji皿a pr φVcr I sln

inddclc gruppcn af S厶kaldtc restriktivc rclativS記tnin又Cr i 3 typer:

(A) bcskrivcndc relativS記士ning lncd C士 nyinforlnations-korrclat

(B) bcskrivendc rclativS田tning mcd ct bekcndt korrclat

(C) bcstC1Ⅱmcndc rclativS田tnin8 ⅢCd ct kataforisk korrclat

(bcskrivcnde deskriptiv; bcstclnmende = rcstriktiv)^

I fΦ18e Nakajinla kan

(5) The p0ιice1παπ Wh0 たnows the luay has offeyed

to gu ide US

fortolkcs cnヒCn s01Ⅱ(C): 1thC △1[onc poHceman kno、VS Hlc waγ1

eHcr som (B):[the policclnanl[the poHccman knows thc waγ1.{

(5-B) cr rclativS記士nigcn n田r士 knyしtct til sit korrela士, 1nens rc-

IativS記tnigcn i (6) n田rmcst cr selvst記ndig:

( 6 ) The 力0ιice1πα n , ulho hπ Ouls the way, has offel.ed

t0 8Uide U S .

I dansk svarer (5-C) til (フ), mens (5一田 0又(6) svarcr til (8)

(フ) Deπ力0ιitimαπ d , S 01刀 heπ d eγυejeπ, hα 1' tiι6U d t

at uise os deyheπ

( 8 ) P0ιiti訂1α n d en , S 0刀l heπ d eγυejeπ, hαγ t iι6U d t a t

Uise os d eyhen

P含又rⅡndlag af Nakajilnas tcori har jC8 i dcnnc artikC1 Ⅲodi-

ficeret dcn hidtidi8C inddclin8 af rcla士ivS田tni8ernc P含 fφlgcnde

Ⅲ五de:

(a) nφdvcndi又 rclativS記tnin8

( i ) beskrivcnde rclativS田tning mcd ubestemt korrela士

(ii) bcskrivendc rclativS記tning med anaforisk/cksoforisk

korrclat

(漸) beste皿mcndc rclativS田tnin又 1Πed kataforisk korrclat

(b) tHfのjcndc rclativS記tning

(1) indskudt rclativS田tnin8

( i) bcskrivcndc rclativS記tnin又 lncd ubestcmt kor-

rcl at

29
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(Ⅱ) bcskrivcnde relativS記tning med anaforisk/ckso-

forisk korrelat

(2) fortS田ttcndc relativS記tning

( i) bcskrivendc relativS記tning med ubestemt kor-

rclat

(ii) bcskrivende relativS記tnin又 med anaforisk/ckso-

forisk korrelat

I engelsk kaΠⅡlan skclne 田e11e皿 P厶 den cnc sidc (a一而) 08

P古 den andcn side ( b-1- ii )/( b-2- ii ) vcd brU又 af kommaer, sam t

ikkc forvcntc nogctevcntuel brU8 af that, 1 dansk kan man

Hgnende. som skrevet cr der ikke n08en synHg forskel (SC (8)).

I udtalcn er dcr m厶Skc forskcl i 1田n又dcn af pause foran relativ-

S田tnin8. Men i dc flestC 士Hf記lde er det konteksten, der afgφr

relativS記tningcns karaktcr. og det er vanskeH8t at af8φre, om dct

er en rela士ivS記士niΠ菖 af typen (a-ii) CHer (b-1-ii)ノ(b-2-ii), man

har at gΦre med. Det hindrer ikke, a士 Vissc S記tninger cftcr min

Opfattelse klart m厶 henfφres tH typcn (a-ii)

( 9 ) Han kⅡnne kun t田nkc Pム{det dcr var sket,1 drφlnmcn dcr var

菖らet i opfyldelse,[e11er i hvert fald be宮γndelsen af

dcn.1 ( Sφebor8.28 )

1 (9)'s kontckst kan dcr ikke V田re tale om en ud af acrc drφmme

Dcrfor kan re lat ivS記 tningcn ikke kaldes bcstcm Ⅲende. Dcttc stC田 m er

med opfattelsen af, at dct P厶Pe8ende stedord d eπノdet/de er nφd-

Vendig bC士ingclse for cn beS士eⅢmende relativS田士ning.駐r relativ-

S田tningen da en ren tilfφjelse? 1 det士e tilf記lde modificercr re-

IativS田tningen selve korrela士ets indholdsm田Ssige karakter, S含 der

e又entH3 ikkC 1記ngerc cr tale om drφ皿. RelativS記tningen er aHS含

n田rⅢerc knytte士 tH korrclatet end cn tilfφjelse viHe V田re. RC-

IativS田tnin8en kan derⅢed henfφres tH typcn ( a- ii ).

Iil sidst vH jcg 又φrc dcm, der studcrcr dansk som frcm皿edspr08,

Opm記rks0ⅡI P古 fφ18endc: Brug altid cn bcstcmt artikel ved en nφd-

Vendi又, bestcm 皿ende relativS王 t nin8, S厶 m an kan V記re sikkcr P厶 ikkc

at blive 皿isforst会et
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